
R2.1.31 令和元年度「学校の働き方改革フォーラム」

教育課程の枠組みを変え
教職員にやりがいを

－形を変え意識を変える－

守谷市教育委員会



守谷市「２０１９施政方針」から

①学校教育改革プランの本格スタート 【新規】
・ 守谷型カリキュラム・マネジメント

・ 守谷市いじめ対策本部の設置

・ プログラミング教育の先取り

・ 中央図書館との連携による学校図書館の充実

②保幼小中高一貫教育「きらめきプロジェクト」

③学習支援ティーチャー

④ALTの全校配置・大規模校への複数配置

⑤若手教員サポート事業

⑥「守谷市総合教育支援センター」



本日，説明させていただくこと

1 学校教育改革プランとは

2 「守谷型カリキュラム・マネジメント」と
業務改善・働き方改革

3 「週３日の５時間授業」を実現するために

4 「守谷型カリキュラム・マネジメント」の成果



1 学校教育改革プランとは



「子育て王国もりや」実現に向けた学校教育改革プラン

学校教育における喫緊の課題
① いじめ問題
② 児童生徒の安全・安心の確保
③ 新学習指導要領の実施

（授業時数増・主体的・対話的で深い学び）
④ 教職員の働き方改革

月 火 水 木 金月 火 水 木 金

小学３～６年
週１時間増
毎日が
６時間授業

学びの質を
向上させる
週３日の
５時間授業

・恵まれた環境での夏季授業
（８月下旬からの授業・給食実施）

・２学期制の導入
・始業・終業日の授業実施
・県民の日・創立記念日に授業実施

プラン１ 守谷型カリキュラム・マネジメント
【平成３１年度～】

課題②③④対策

期待される効果

プラン２ 市・学校いじめ対策本部の設置
【平成３０年度～】

課題①②対策

※ 「守谷市及び小中学校いじめ対策本部設置要綱」の策定
※ 別紙イメージ図「守谷市 いじめ防止対策組織」

プラン４ 中央図書館との連携による
学校図書館の充実
【平成３１年度～】

課題③④対策

（Ｈ31.3.1）

守谷市の学校教育の現状
○全国から注目される

保幼小中高一貫教育
○県内トップレベルの

高い学力
○極めて恵まれた

教育環境整備

市内小中学校
学校図書館

中央図書館
期待される効果

◎ 主体的・対話的で深い学びを支える学校図書館への転換
○読書センター・学習センター・情報センターとしての機能の充実

（学校経営方針への位置付け）
○学校図書館を活用した授業の充実（探究型学習への対応）
○研修の日常化による司書教諭・図書連絡員の専門性向上

プラン
プラス

○Ｈ30～
◆実施済み
◎Ｈ31～

○部活動指導員の配置
○若手教員研修指導員の配置
○デジタル地図ソフトの導入
○タイムカードの導入
◆ＡＬＴの全校配置
◆学習支援ティーチャーの配置
◆ＩＣＴ教育環境の充実

・電子黒板の全教室への設置
・タブレットＰＣ2000台の導入（３人/台）

◎校務支援システムの導入
◎学校閉庁日（8/13～16,12/27）
◎学校留守番電話

課題②④対策
課題③④対策
課題②④対策
課題④対策
課題③対策

課題②③④対策
課題③対策

課題④対策
課題④対策
課題④対策

現 状 改善後

◎ 児童生徒及び教師の双方における日常の負担の平準化
○児童生徒の学びの質の向上（毎日６コマ授業の負担回避）
○児童生徒の帰宅時刻の遅れの回避による安全・安心の確保
○教職員の働き方改革による教材研究の充実・児童生徒と向き合う

時間の確保

プラン３ プログラミング教育の先取り
-守谷型EdTech(エドテック)の推進-

【平成３１年度～】

課題③④対策

※ EdTechは Education(教育)とTechnology(科学技術)からの造語
※ 「守谷スマートスクール・プログラム」（仮称）の詳細案を作成中

・中央図書館と学校図書館
の日常的な連携

・市学校図書館ガイドラインの
策定

・図書貸出システムの改善



プラン１ 守谷型
カリキュラム・
マネジメント

【令和元年度～】

課題

②③④
対策



2020年からの教育課程

守谷全国



プラン２ 市・学校いじめ対策本部
の設置

【平成３０年度～】

課題
①②
対策



守谷市 いじめ防止対策組織
・いじめ防止対策推進法(平25.6月) ・いじめの防止等のための基本的な方針(平25.10月，平29.3月改定)
・いじめの重大事態の調査に関するガイドライン(平29.3月) ・不登校重大事態に係る調査の指針(平28.3月)
・いじめ防止対策の推進に関する調査結果に基づく勧告(平30.3月 総務省)

守谷市いじめ防止基本方針（平27.12月）

・弁護士
・精神医学専門の医師
・心理学又は福祉学の専門家 等

守谷市いじめ問題
重大事態調査委員会

守谷市いじめ問題
重大事態再調査委員会

（市長の諮問）

守谷市いじめ対策本部 ・
本部長 : 教育長

・教育委員会部課長・指導室
・市内小中学校長

守谷市いじめ対策本部

学校いじめ対策本部
学校本部長 : 校長
・副校長・教頭
・生徒指導主事・学年主任
・学級担任・養護教諭・部活指導担当

学校いじめ対策本部

□ いじめ発見アンケートの実施
・月１回定期＋チャンスアンケート（随時）

□ いじめ対策会議の開催（月１回）
・いじめ発見アンケートの分析
・対策や方針の決定
・協議内容の議事録の作成

定例校長会・臨時校長会
□ いじめに係る情報共有
□ いじめ対策の方針の協議

いじめ問題対策連絡協議会
（６月開催）

・小中学校代表校長
・生徒指導主事(各小中学校)
・豊かな心育成コーディネーター
・取手警察署 (各小中学校)
・県少年指導委員
・守谷地区保護司会
・市子ども会育成連合会
・市民生委員児童委員協議会
・市ＰＴＡ連絡協議会
・守谷市私立幼稚園連合会長
・守谷高等学校

（校長，生徒指導主事）
・私立学校代表

□ いじめを始めとする学
校教育・家庭教育全般に
関する相談・支援

□ 児童生徒の適応指導
□ 家庭訪問，学校訪問に
よる児童生徒・保護者・
教職員への支援

□ 発達障がい等に関する
個別検査・相談

□ 関係機関との連絡調整

市総合教育支援センター

保 護 者 ・ 地 域

「いじめとは…」
児童等に対して，当該児童等が在籍する学校に
在籍している等当該児童等と一定の人的関係に
ある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響
を与える行為(インターネットを通じて行われる
ものを含む。)であって，当該行為の対象となっ
た児童等が心身の苦痛を感じているもの

（いじめ防止対策推進法第二条「定義」）

（5版Ｈ30.6.25）

学校いじめ防止基本方針

スクールカウンセラー
スクールソーシャルワーカー

守谷市いじめ問題重大事態調査委
員会及び守谷市いじめ問題重大事
態再調査委員会設置条例(平27.4.1)



プラン３ プログラミング教育の
先取り

-守谷型EdTech
(エドテック)の推進-

【令和元年度～】

課題
③④
対策



MORI・TECH
守谷型EdTech

МОRI・TECHは
新しい時代に必要な
情報活用力を
育成できるよう
３つのプランを
推進します。

①守谷スマートスクール・プログラム
（プログラミング的思考を育成）

②テレビ会議システムを活用した

遠隔教育の推進

③オンライン学校・家庭連携
サポートシステム



プラン４ 中央図書館との連携による

学校図書館の充実
【令和元年度～】

課題
③④
対策





2 「守谷型カリキュラム・マネジメント」と
業務改善・働き方改革



守谷型カリ・マネ実施の必然



学校における働き方改革の目的
‘子供のためであればどんな長時間勤務も良しとする’
という働き方は，
教師という職の崇高な使命感から生まれるものであるが，
その中で教師が疲弊していくのであれば，

それは‘子供のため’にはならない。
教師のこれまでの働き方を見直し，教師が我が国の
学校教育の蓄積と向かい合って自らの授業を磨くとともに

日々の生活の質や教職人生を豊かにすることで，
自らの人間性や創造性を高め，子供たちに対して
効果的な教育活動を行うことができるようになることが
学校における働き方改革の目的であり，そのことを常に

原点としながら改革を進めていく必要がある。
（中教審働き方改革答申）



教員の担うべき業務に専念できる環境や

児童生徒と向き合う時間を確保し，

長時間勤務の働き方を改善することは

急務であり，その改善は

児童生徒の学習の質の保障と矛盾しない。

教員の担うべき業務に専念できる環境や

児童生徒と向き合う時間を確保し，

長時間勤務の働き方を改善することは

急務であり，その改善は

児童生徒の学習の質の保障と矛盾しない。

教育課程の枠組みを変え
教職員にやりがいを

－形を変え意識を変える－



「意識を変える」とは

（平成31年3月8日 時事通信社「内外教育」 「教育長はこう考える」から）



業務改善の類型

（NITSニュース第53号 平30.8.10 「学校の働き方改革で学校ができること」
東北大学 准教授 青木栄一氏による類型を守谷市が整理した表）



業務改善の類型 青字は守谷市独自の取組

（週３日の５時間授業）

○いじめ対策指導員済



3 「週３日の５時間授業」を実現するために



バランスを考慮した授業日の増加



バランスを考慮した授業日の増加



授業時数の精査



「29から27（28）へ」 時間割の工夫



4 「守谷型カリキュラム・マネジメント」の成果



Ｑ これはなんの数字?

１３５

１８０

４８０

分(２時間１５分) 小４～６年

分(３時間) 中

分(８時間) 中 部活指導員

授業準備や研修に充てられる

放課後の時間が増えます。



Ｑ これはなんの数字?



指導室に届いた学校からの「声」

学年会の
回数や時間を
増やせました!

職員会議を
複数回に分けて
じっくり話し合ってます!

教材研究の時間を
確保できるようになりました!

生徒と話せる時間が
増えました! 先生の気持ちに

ゆとりができて
生徒が元気になりました!児童について

話し合う時間に
使ってます!

退勤時刻が
早くなりました!



36%

48%

13%
3%

調査対象：全体（小5・6年と中１～3年）

ア 充実しているし，ゆとりもできた イ まあまあ充実しているし，ゆとりもできた

ウ 変わっていない エ 充実していないし，ゆとりもなくなった

児童生徒
「放課後が充実」

８４％





28%

38%

27%

7%

調査対象：小中校教職員（全体）

ア 有効である

イ まあまあ有効である
ウ どちらとも言えない

エ 有効でない

教職員
「働き方改革に有効」

６６％





退勤時刻の早まり



時間外勤務時間の縮減

（令和元年９月7日朝日新聞）



温かな学校への配慮
－市役所内の掲示板から－



教職員の「働き方改革」による

勤務スタイルの改善は，

教材研究の充実や児童生徒と向き合う時間の

確保を可能とし，

児童生徒の「学習効果の最大化」と

「安全・安心の確保」を実現する。

教職員の「働き方改革」による

勤務スタイルの改善は，

教材研究の充実や児童生徒と向き合う時間の

確保を可能とし，

児童生徒の「学習効果の最大化」と

「安全・安心の確保」を実現する。

「働き方改革」で
「学習効果の最大化」と
「安全・安心の確保」を

実現



守谷市教育委員会

ご清聴 ありがとうございました
どうぞご指導をよろしくお願いいたします

「できるわけがない」から，

「○○ができた」，「○○が進んだ」への

意識改革をとおして，

新しい学校教育のモデルを創造していきましょう


